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森林の不法占拠者による民衆の政治

森
林
の
不
法
占
拠
者
に
よ
る
民
衆
の
政
治

―
―
イ
ン
ド
・
ア
ッ
サ
ム
州
の
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
を
事
例
に
―
―木　

村　

真　

希　

子

１　

は
じ
め
に

２　

不
法
占
拠
者
と
森
林
伐
採
者
に
よ
る
民
衆
の
政
治

　

―
―
「
日
常
的
抵
抗
論
」
と
「
統
治
さ
れ
る
も
の
の
政
治
」
を
手
が
か
り
に

３　

森
林
占
拠
の
歴
史
的
背
景 

４　
「
不
法
占
拠
者
」
と
は
だ
れ
か
―
―
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
事
例
か
ら

５　

不
法
占
拠
と
森
林
伐
採
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

６　

お
わ
り
に１　

は
じ
め
に

　

イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
州
と
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
州
境
、
そ
し
て
ブ
ー
タ
ン
と
の
国
境
沿
い
は
、
広
大
な
森
林
地

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
植
民
地
時
代
以
降
、
イ
ン
ド
側
の
森
林
地
は
保
留
林
（reserved forest

）
と
し
て
国
が
保
護
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指
定
を
行
い
、
中
に
は
ナ
メ
リ
や
マ
ナ
ス
と
い
っ
た
、
ト
ラ
や
サ
イ
な
ど
の
希
少
動
物
の
住
む
野
生
動
物
保
護
区
も
多
い
。
し
か
し
、

一
九
七
〇
年
代
か
ら
多
く
の
森
林
が
「
不
法
占
拠
」
さ
れ
、
徐
々
に
人
が
住
み
つ
い
て
行
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
ボ
ド

民
族
の
自
治
や
独
立
を
め
ぐ
る
紛
争
の
際
に
は
武
装
組
織
が
展
開
し
、
同
時
に
森
林
伐
採
も
問
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年

代
以
降
、
こ
う
し
た
森
林
地
な
ど
の
土
地
を
め
ぐ
る
紛
争
が
顕
在
化
し
、
暴
動
に
発
展
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

森
林
地
帯
に
不
法
に
住
み
つ
い
て
い
る
人
々
も
、
武
装
活
動
を
展
開
す
る
集
団
も
ボ
ド
民
族
に
属
す
る
た
め
、
こ
の
地
域
で
は

「
ボ
ド
に
よ
る
不
法
占
拠
（encroachm

ent

）・
違
法
伐
採
（illegal logging

）
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
み
な
さ
れ
、
新
聞
等
で
も
そ

う
報
道
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
ボ
ド
ラ
ン
ド
と
い
う
自
治
州
要
求
の
存
在
と
合
わ
せ
、「
ボ
ド
民
族
が
一
帯
を
実
効
支
配
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
み
な
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
人
々
も
い
る
。

　

し
か
し
、
ア
ッ
サ
ム
州
に
お
い
て
森
林
地
帯
に
お
け
る
不
法
耕
作
／
居
住
と
違
法
伐
採
は
広
範
囲
に
起
き
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年

の
報
道
で
は
、
ア
ッ
サ
ム
州
全
体
で
三
五
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国
有
林
が
居
住
や
耕
作
に
使
わ
れ
、
七
〇
一
四
九
世
帯
が
森

林
地
に
居
住
し
て
い
る（（
（

。
当
時
の
人
口
が
約
二
六
〇
〇
万
人
の
ア
ッ
サ
ム
州
で
（
一
世
帯
平
均
五
人
と
し
た
場
合
）
三
五
万
人
以
上
が

森
林
地
帯
に
不
法
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
単
に
一
部
の
も
の
が
違
法
行
為
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
土

地
不
足
対
策
や
富
の
再
分
配
、
雇
用
創
出
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
政
治
の
失
敗
の
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
植
民
地
化
以
前
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
一
部
を
含
む
森
林
地
帯
の
多
く
は
ボ
ド
の
よ
う
な
先
住
民
族
が
自
由
に
ア
ク
セ
ス

し
て
い
た
地
域
だ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
「
不
法
居
住
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
森
林
と
は
何
か
、「
国
有
林
」

と
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
指
定
さ
れ
、
人
々
か
ら
法
的
に
隔
離
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る（（
（

。

　

本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
ア
ッ
サ
ム
州
北
部
に
お
け
る
不
法
居
住
や
違
法
伐
採
を
「
民
衆
の
政
治
」
の
一
形
態
と
し
て
位
置
づ

け
、
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ボ
ド
民
族
は
、
ア
ッ
サ
ム
州
の
先
住
民
族
で
あ
り
、
か
つ
て
は
広
大
な
地
域
を
支
配
し
て
い
た
。
し

か
し
、
植
民
地
化
と
近
代
化
で
彼
／
女
ら
は
徐
々
に
生
活
範
囲
を
狭
め
、
土
地
を
失
い
、
ま
た
生
業
の
変
化
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
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一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
る
ウ
ダ
ヤ
ー
チ
ャ
ル
運
動
や
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
じ
ま
る
ボ
ド
ラ
ン
ド
州
要
求
運
動
は
一
定
の
政
治
的
成

果
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
農
民
の
間
の
土
地
問
題
は
改
善
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
悪
化
し
て
い
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
こ
の
地
域
で
は
自
治
権
運
動
と
同
時
に
不
法
占
拠
、
武
装
紛
争
と
違
法
伐
採
、
そ
し
て
時
に
は
暴
動
が
同

時
に
進
行
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
と
く
に
不
法
占
拠
や
違
法
伐
採
は
、
一
見
す
る
と
単
な
る
犯
罪
や
違
法
行
為
に
見
え
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
不
法
占
拠
者
の
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
既
存
の
政
党
政

治
や
民
族
運
動
で
は
回
収
で
き
な
い
民
衆
の
ニ
ー
ズ
の
表
わ
れ
と
し
て
、「
民
衆
の
政
治
」
の
一
形
態
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
を
試

み
る
。

２　

不
法
占
拠
者
と
森
林
伐
採
者
に
よ
る
民
衆
の
政
治	 

　

―
―
「
日
常
的
抵
抗
論
」
と
「
統
治
さ
れ
る
も
の
の
政
治
」
を
手
が
か
り
に

　

違
法
伐
採
や
不
法
占
拠
等
の
行
為
を
犯
罪
で
は
な
く
、
政
治
的
行
動
の
一
形
態
と
み
な
す
議
論
は
こ
れ
ま
で
に
も
展
開
さ
れ
て
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
議
論
と
し
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
コ
ッ
ト
の
「
日
常
的
抵
抗
」
論
と
、
パ
ル
タ
・
チ
ャ
タ

ジ
ー
の
「
統
治
さ
れ
る
も
の
の
政
治
」
を
手
が
か
り
に
、
こ
う
し
た
行
為
を
政
治
的
も
し
く
は
社
会
的
な
集
合
的
行
為
と
し
て
と
ら

え
る
意
義
を
確
認
し
た
い
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
農
民
に
よ
る
政
治
を
研
究
し
て
き
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
コ
ッ
ト
は
、W

eapons of the W
eak: E

veryday 

Form
s of Peasant R

esistance 

（『
弱
者
の
武
器
―
―
農
民
の
日
常
的
抵
抗
』）(1985)

と
題
す
る
著
作
の
中
で
、
従
属
的
階
級
に
あ
る

農
民
は
、
即
座
に
抑
え
つ
け
ら
れ
、
掃
討
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
の
あ
る
反
乱
な
ど
の
組
織
的
な
政
治
的
行
動
を
取
る
こ
と
は
ま
れ
で

あ
る
と
論
じ
る
。
む
し
ろ
、
作
業
の
遅
延
、
そ
ら
と
ぼ
け
、
逃
亡
、
ち
ょ
ろ
ま
か
し
、
中
傷
、
放
火
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
、
よ
り
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小
規
模
で
匿
名
性
が
高
く
、
注
意
を
ひ
き
に
く
い
抵
抗
の
手
段
を
取
る
と
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
「
日
常
的
抵
抗
」
と
呼
ん
だ

（Scott 1985: xv-xvi

）。

　

ス
コ
ッ
ト
は
密
猟
（poaching

、
動
物
以
外
の
森
林
資
源
の
窃
盗
を
含
む
） 

を
「
日
常
的
抵
抗
」
の
重
要
な
一
形
態
と
位
置
づ
け
る
。

ス
コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
一
六
五
〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
の
間
の
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
あ
り
ふ
れ
た
犯
罪
は
密
猟
だ
っ
た
、
と
い
う
。
農

民
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
や
国
家
の
所
有
す
る
森
林
に
入
り
込
み
、
芝
や
泥
炭
、
ヒ
ー
ス
、
イ
グ
サ
を
取
っ
た
り
、
勝
手
に
家
畜
を
放
牧
さ

せ
た
。
一
八
世
紀
に
は
地
主
た
ち
の
間
で
問
題
視
さ
れ
、
密
猟
に
対
し
て
死
刑
を
含
む
重
刑
を
課
す
と
い
う
悪
法
が
適
用
さ
れ
る
ほ

ど
の
社
会
問
題
と
な
っ
た
（Scott 1989: 37-9

）。

　

こ
こ
で
ス
コ
ッ
ト
は
、
森
林
地
帯
に
入
っ
て
動
植
物
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
森
林
資
源
を
取
っ
た
り
、
放
牧
す
る
こ
と
自
体
は
農
村

部
の
慣
習
的
な
生
存
維
持
の
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
注
意
を
向
け
る
。
変
化
し
た
の
は
農
民
た
ち
の
行
為
で
は
な
く
、
所
有
関

係
を
め
ぐ
る
法
の
変
化
で
あ
っ
た
。
森
林
、
あ
る
い
は
「
荒
廃
地
」「
共
有
地
」
と
み
な
さ
れ
た
土
地
は
、
政
府
に
よ
っ
て
国
有
地

と
さ
れ
た
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
密
猟
と
い
う
行
為
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
巧
み
な
見
逃
し
や
、
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
成
立
し
て
い
た
、
と
論
じ
る
。
密
猟
者
た
ち
の
数
は
森
林
や
猟
場
の
番
人
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
く
、
番
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
殴
打

や
殺
人
と
い
っ
た
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
力
な
し
に
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
ス
コ
ッ
ト
は
論

じ
る
（Scott 1989: 39

）。

　

一
方
、
サ
バ
ル
タ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
パ
ル
タ
・
チ
ャ
タ
ジ
ー
は
「
統
治
さ
れ
る
人
び
と
の
政
治
」

と
い
う
論
考
の
中
で
、
不
法
占
拠
者
（squatters

）
の
コ
ロ
ニ
ー
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
チ
ャ
タ
ジ
ー
は
「
統
治
さ
れ
る
人
び
と

の
政
治
」
を
、
西
欧
近
代
で
は
な
い
国
／
社
会
の
「
民
衆
の
政
治
」
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
概
念
と
位
置
付
け
る
。
彼
は
、
近

代
資
本
主
義
民
主
主
義
的
な
制
度
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
の
で
は
な
い
社
会
が
「
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
場
（M

ost of the 

w
orld

）」
を
占
め
て
お
り
、
世
界
人
口
の
四
分
の
三
に
あ
た
る
と
指
摘
す
る
（Chatterjee 2004: 1-2

）。



419

森林の不法占拠者による民衆の政治
　

チ
ャ
タ
ジ
ー
は
、「
現
在
の
市
民
社
会
は
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
閉
鎖
的
な
連
帯
関
係
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
、「
市
民
」
は
市
民
的
自

由
と
合
理
的
な
法
の
壁
に
守
ら
れ
、
共
同
体
の
民
衆
的
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
、
と
論
じ
る
。
そ
し
て
「
市
民
」
に
対
置
す

る
概
念
と
し
て
「
人
口
」
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る
。
チ
ャ
タ
ジ
ー
に
と
っ
て
、「
人
口
」
は
統
治
さ
れ
る
対
象
で
あ
り
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
（
＝
統
治
）
と
は
、
統
治
を
お
こ
な
う
人
々
に
よ
っ
て
、（
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
人
々
に
代
わ
っ
て
）
利
用
さ
れ
る
知
識
の
体
系
と

一
連
の
技
術
で
あ
る
。
今
日
の
民
主
主
義
は
、
人
民
の
、
人
民
に
よ
る
、
人
民
の
た
め
の
政
府
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

「
統
治
さ
れ
る
人
び
と
の
政
治
」
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
、
と
チ
ャ
タ
ジ
ー
は
論
じ
る
（Chatterjee 2004: 2, 34, 38-41; 

押
川
二

〇
一
一
：
四
︱
八
）。

　

チ
ャ
タ
ジ
ー
は
鉄
道
沿
い
の
土
地
を
不
法
占
拠
す
る
コ
ロ
ニ
ー
を
「
統
治
さ
れ
る
人
び
と
の
政
治
」
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

コ
ロ
ニ
ー
の
人
々
は
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
集
団
的
な
要
請
等
を
行
う
が
、
そ
れ
は
市
民
的
な
組
織
と
い
う
形
態
を
取
ら
な
い
。

「
家
族
」
と
い
う
比
喩
を
使
っ
て
、
疑
似
血
縁
関
係
に
よ
る
つ
な
が
り
を
形
成
し
、
コ
ロ
ニ
ー
に
お
け
る
居
住
の
許
可
、
も
し
く
は

代
替
地
の
提
供
を
行
政
に
要
求
す
る
。
こ
う
し
た
要
求
は
成
功
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
違
法
性
に
基
づ
く
た
め
、
あ
く
ま

で
も
一
時
的
か
つ
そ
の
時
の
政
治
的
文
脈
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
」
に
よ
る
「
統
治
さ
れ
る
人
び
と
の
政
治
」
は
、
市
民
社
会
に
お
け
る
社
会
運
動
と
は

明
ら
か
に
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
行
政
も
こ
れ
ら
の
人
々
の
要
請
を
無
視
で
き
な
い
た
め
、
し
ば
し
ば
準
法
的

（paralegal

）
な
措
置
が
取
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
共
同
体
に
は
し
ば
し
ば
犯
罪
や
暴
力
の
入
り
込
む
余
地
を
与
え
や
す
い

（Chatterjee 2004: 56-60, 75

）。

　

ス
コ
ッ
ト
と
チ
ャ
タ
ジ
ー
の
議
論
に
共
通
す
る
も
の
は
、
不
法
占
拠
者
や
密
漁
者
等
の
行
い
は
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
運
動
」
や

「
市
民
的
抵
抗
運
動
」
と
は
異
な
り
、
市
民
社
会
の
外
側
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
土
地
や
森

林
資
源
な
ど
、
彼
／
女
ら
が
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
の
権
利
を
保
持
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
的
に
は
ア
ク
セ
ス
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の
正
当
性
を
主
張
で
き
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
人
々
の
行
い
に
つ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
は
「
抵
抗
」、
チ
ャ
タ
ジ
ー
は
「
民
衆
の
政
治
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
、
単
な
る
不
法
行
為
で
は
な
く
政
治
的
も
し
く
は
社
会
的
な
集
合
行
為
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
置
か
れ
た
人
々
が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
多
数
で
あ
る
と
い
う
事
実
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
逸
脱
と
見
る
だ
け
で
は
、

「
世
界
の
大
部
分
」
の
政
治
や
社
会
の
理
解
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
他
な
ら
な
い
。
本
稿
で
も
こ
の
認
識
を
共
有
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
具
体
的
な
事
例
の
分
析
に
入
り
た
い
。

３　

森
林
占
拠
の
歴
史
的
背
景

　

３
︱
１　

植
民
地
化
、
森
林
資
源
の
管
理
と
先
住
民
族
の
土
地
喪
失

　

バ
リ
パ
ラ
保
留
林
は
ア
ッ
サ
ム
州
北
端
の
中
央
部
に
あ
る
ソ
ニ
ッ
ト
プ
ル
県
に
位
置
し
、
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
と

境
界
を
接
す
る
。
ア
ッ
サ
ム
州
の
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
北
岸
で
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
中
心
的
な
都
市
テ
ズ
プ
ル
の
北
部
に
あ
り
、
面

積
は
一
八
、九
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
西
に
は
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
保
留
林
、
東
に
は
ナ
ド
ゥ
ア
ル
保
留
林
、
ビ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
ト
保

留
林
、
ベ
ハ
リ
保
留
林
、
ゴ
プ
ー
ル
保
留
林
が
続
く
広
大
な
国
有
林
地
帯
の
一
部
を
形
成
す
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
化
以
前
の
ブ
ー
タ
ン
や
現
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
麓
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
ド
ゥ
ア
ー
ル

（D
ooar

も
し
く
はD

uar

）
と
呼
ば
れ
、
ブ
ー
タ
ン
や
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
交
易
路
を
形
成
し
て
い
た
。
古
く
は
こ
の
土
地
に
カ
チ
ャ
リ

（
ボ
ド
の
旧
名
）
の
王
国
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
カ
チ
ャ
リ
・
ド
ゥ
ア
ー
ル
（K

achari D
ooar

）
と
も
呼
ば
れ
、
ボ
ド
や
そ
の
他
の
先
住

民
族
の
人
々
が
交
易
路
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
現
在
の
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
は
、
そ
の
西
端
に
位
置
し
、
そ
の
た
め
ボ
ド
の
民
族
組
織

は
こ
の
地
域
を
「
ボ
ド
の
歴
史
的
領
土
」
と
み
な
し
て
い
る
。
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一
八
二
六
年
の
英
領
植
民
地
化
以
降
、
そ
れ
ま
で
比
較
的
自
由
に
こ
の
地
域
を
行
き
来
し
、
耕
作
や
狩
猟
を
行
っ
て
い
た
土
地
の

人
々
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
。
植
民
地
化
以
前
の
王
国
で
は
、
支
配
地
域
に
お
け
る
土
地
や
森
林
資
源
の
管
理
の
実

態
は
土
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
任
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
化
以
降
、
土
地
は
測
量
さ
れ
、
森
林
地
と
耕
作
地
は

区
別
さ
れ
、
重
要
な
森
林
資
源
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
地
域
は
保
留
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
森
林
利
用
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
資
本

の
利
益
の
た
め
に
管
理
・
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
先
住
民
族
の
慣
習
権
は
法
的
に
認
め
ら
れ
ず
、
法
的
な
権
利
は

消
滅
し
た
と
み
な
さ
れ
た
（Singh 2004: 46

）。

　

続
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
は
食
糧
の
増
産
を
目
指
し
、
隣
接
す
る
人
口
過
剰
な
ベ
ン
ガ
ル
地
域
か
ら
移
民
を
奨
励
し
た
。

多
く
の
ム
ス
リ
ム
農
民
が
主
に
ア
ッ
サ
ム
州
西
部
の
旧
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県（（
（

と
中
部
の
旧
ナ
ガ
オ
ン
県
に
移
住
し
、
測
量
さ
れ
た
土
地
は

移
民
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
土
地
の
多
く
は
、
当
時
カ
チ
ャ
リ
と
呼
ば
れ
て
い
た
ボ
ド
な
ど
の
先
住
民
族
の
人
々

が
季
節
的
に
耕
作
や
狩
猟
を
行
っ
た
り
、
家
畜
を
放
牧
さ
せ
て
い
た
土
地
だ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
は
こ
れ
ら
を
「
荒
廃

地
（w

asteland

）」
と
み
な
し
、
移
民
に
払
い
下
げ
て
い
っ
た
。
一
九
三
八
年
に
発
行
さ
れ
た
政
府
報
告
書
で
は
、「
ト
ラ
イ
ブ
の

人
々
が
移
民
の
入
植
に
よ
っ
て
最
も
影
響
を
受
け
た
」
と
い
う
証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（Report of the Line System

 

Com
m

ittee 1938: 23

）。

　

ベ
ン
ガ
ル
地
域
に
隣
接
す
る
西
部
の
旧
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
と
、
政
府
が
政
策
的
に
移
民
を
移
住
さ
せ
た
中
部
の
旧
ナ
ガ
オ
ン
県
で
は

一
九
二
〇
年
代
か
ら
移
民
の
数
が
増
大
す
る
。
旧
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
で
は
一
九
二
一
年
の
国
勢
調
査
で
人
口
の
約
二
〇
％
が
東
ベ
ン
ガ

ル
か
ら
の
移
住
者
で
あ
り
、
特
に
モ
イ
モ
ン
シ
ン
県
か
ら
の
ム
ス
リ
ム
移
民
が
多
数
を
占
め
る
と
報
告
さ
れ
た
。
旧
ナ
ガ
オ
ン
県
に

お
い
て
も
、
一
九
三
一
年
に
は
移
民
の
割
合
は
二
一
％
に
達
し
た
（Census of India 1931

）。
こ
の
た
め
、
先
住
民
族
の
間
で
土
地

な
し
農
民
が
出
現
し
、
他
地
域
へ
の
移
住
者
が
で
は
じ
め
る
。
徴
税
局
（Revenue A

dm
inistration

）
の
一
九
四
六
︱
一
九
四
七

年
の
年
次
報
告
書
で
は
、「
昨
年
と
同
様
、
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
の
多
く
の
サ
ン
タ
ル
と
ボ
ド
・
カ
チ
ャ
リ
の
家
族
が
、
村
の
土
地
に
対
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す
る
圧
力
に
よ
り
、
上
ア
ッ
サ
ム
（
ア
ッ
サ
ム
州
東
部
）
に
移
住
し
て
い
る
」
と
報
告
し
て
い
る
（R

eport on the Land R
evenue 

A
dm

inistrationof A
ssam

 for the Y
ear 1946-1947

）。

　

ボ
ド
を
含
む
多
く
の
先
住
民
族
が
土
地
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
か
ら
、
政
府
は
ブ
ー
タ
ン
と
現
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ

シ
ュ
州
に
隣
接
す
る
北
部
の
広
大
な
土
地
を
ト
ラ
イ
ブ（（
（

保
護
地
帯
・
地
区
と
し
て
留
保
し
た
。
一
八
八
六
年
に
制
定
さ
れ
た
ア
ッ
サ

ム
地
租
規
則
は
一
九
四
七
年
に
改
正
さ
れ
、
第
一
〇
条
に
「
保
護
地
帯
・
地
区
」（（
（

に
関
す
る
条
項
が
挿
入
さ
れ
た
。
一
五
〇
〇
〇
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
地
域
が
保
護
地
帯
・
地
区
と
し
て
認
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
は
ト
ラ
イ
ブ
の
人
々
か
ら
非
ト
ラ
イ
ブ
の
人
々

へ
の
土
地
取
引
が
禁
止
さ
れ
た
（D

as 1986: 37-8

）。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
ト
ラ
イ
ブ
保
護
地
帯
・
地
区
と
指
定
さ
れ
た
地
域
へ
の
移
民
の
流
入
は
続
き
、
ア
ッ
サ
ム
州
中
部
の
旧
ダ
ラ

ン
県
に
は
西
部
か
ら
多
く
の
ボ
ド
の
人
々
が
や
っ
て
き
た
。
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
は
、
ま
さ
に
人
口
が
流
入
す
る
旧
ダ
ラ
ン
県
内
に

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
口
移
動
は
イ
ン
ド
独
立
後
も
継
続
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
一
部
が
他
の
県
か
ら
の
移

民
を
定
住
さ
せ
る
た
め
、
指
定
解
除
さ
れ
、
行
政
村
に
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
の
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
「
不
法
居
住
者
」
と
し

て
住
み
着
く
ボ
ド
の
人
々
の
多
く
も
、
西
部
の
旧
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
４
節
で
見
る
よ
う
に
、

旧
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
か
ら
直
接
移
住
し
た
も
の
よ
り
も
、
カ
ル
ビ
・
ア
ン
グ
ロ
ン
グ
県
や
ナ
ガ
ラ
ン
ド
と
の
州
境
地
帯
を
経
由
し
て
バ

リ
パ
ラ
保
留
林
に
住
み
着
く
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

３
︱
２　

自
治
を
求
め
た
運
動
と
紛
争

　

ボ
ド
や
そ
の
他
の
平
野
ト
ラ
イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
先
住
民
族
の
人
々
が
自
治
を
求
め
た
運
動
を
は
じ
め
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
土

地
の
収
奪
や
移
住
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
一
九
六
七
年
に
ア
ッ
サ
ム
平
野
ト
ラ
イ
ブ
評
議
会
（Plains 

T
ribal Council of A

ssam
, 

略
称
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
が
設
立
さ
れ（（
（

、
ト
ラ
イ
ブ
の
た
め
の
連
邦
直
轄
地
ウ
ダ
ヤ
ー
チ
ャ
ル
の
設
置
要
求
を
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始
め
た
。
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
は
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
川
の
北
岸
の

ト
ラ
イ
ブ
保
護
地
帯
・
地
区
と
ブ
ー
タ
ン
や
ア
ル
ナ
ー

チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
隣
接
す
る
保
留
林
で
構
成

さ
れ
る
地
域
に
ウ
ダ
ヤ
ー
チ
ャ
ル
の
領
域
を
求
め
た

（
図
１
参
照
）。
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
は
一
九
七
〇
年
代
と
一
九
八

〇
年
代
に
は
州
議
会
選
挙
で
立
候
補
し
て
議
席
を
確
保

し
、
イ
ン
ド
政
府
と
自
治
領
に
関
す
る
交
渉
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
ウ
ダ
ヤ
ー
チ
ャ
ル
要
求
が
実
現
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
（N

arzary 2011

）。

　

ア
ッ
サ
ム
州
で
は
一
九
八
〇
年
代
に
反
外
国
人
運
動

が
活
発
に
な
り
、
主
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
の
移
民

が
排
斥
の
対
象
と
な
る
。
反
外
国
人
運
動
が
一
九
八
五

年
の
ア
ッ
サ
ム
協
定
に
よ
っ
て
終
結
し
た
後
、
全
ボ
ド

学
生
運
動
（A

ll Bodo Studentsʼ U
nion, 

略
称
Ａ
Ｂ
Ｓ

Ｕ
）
が
ボ
ド
ラ
ン
ド
州
設
置
要
求
を
掲
げ
て
新
た
な
運

動
を
始
め
た
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
は
「
ア
ッ
サ
ム
を
半
分
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
が
、
ボ
ド
民
族
は
要
求
さ
れ
た

領
域
に
お
い
て
多
数
を
形
成
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
反
発
を
招
い
た
。
一
九
九

図 1　ウダヤーチャルとして要求された領域

（Central Executive Council of Plains Tribal Council of Assam の地図をもとに筆者作成）

ブ ー タ ン

バングラデシュ

カムループ ナガオン

ウダヤーチャル領域

河 川

部族民サブ・プラン地域

部族民地帯／地区

国有林

茶 園

ゴアルパラ

ダラン
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三
年
、
イ
ン
ド
連
邦
政
府
と
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
、
そ
し
て
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
は
憲
法
の
第
六
附
則
に
基
づ
い
て
ボ
ド
自
治
評
議
会
（
Ｂ
Ａ

Ｃ
）
を
設
立
す
る
取
り
決
め
に
合
意
し
、
第
一
次
ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
は
終
結
し
た
（A

BSU
 1999: 6

）。

　

し
か
し
、
ボ
ド
自
治
評
議
会
の
設
立
直
後
、
管
轄
領
域
に
関
す
る
論
争
が
勃
発
す
る
。
政
府
は
ボ
ド
人
口
が
五
一
％
を
超
え
る
村

の
み
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
管
轄
領
域
に
な
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ボ
ド
の
指
導
者
た
ち
は
一
定
の
連
続
し
た
地
域
が
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
管
轄

下
に
入
る
と
期
待
し
て
い
た
。
政
府
が
二
五
七
〇
の
村
が
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
管
轄
領
域
に
な
る
と
発
表
す
る
と
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
初
代
主
席
理
事

は
辞
任
し
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
機
構
は
実
質
上
麻
痺
し
た
（Chaudhuri 1994: 29-30

）。

　

Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
が
非
ボ
ド
人
口
が
多
数
の
村
で
も
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
管
轄
領
域
に
含
め
る
よ
う
主
張
す
る
と
、
こ
れ
が
非
ボ
ド
人
の
間
か
ら
反

発
を
招
き
、
対
立
が
顕
在
化
し
た
。
こ
の
こ
と
が
引
き
金
で
一
九
九
三
年
か
ら
ボ
ド
以
外
の
人
々
に
対
す
る
攻
撃
、
そ
れ
に
対
抗
し

て
ボ
ド
人
に
対
す
る
反
撃
が
始
ま
り
、
紛
争
は
ア
ッ
サ
ム
州
西
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
飛
び
火
し
た
。
一
九
九
三
―
一
九
九
四
年
、

一
九
九
六
年
、
一
九
九
八
年
に
は
大
規
模
な
襲
撃
事
件
が
発
生
し
、
数
百
名
に
上
る
死
者
と
、
数
十
万
人
の
国
内
避
難
民
が
発
生
し

た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
大
規
模
な
襲
撃
事
件
と
国
内
避
難
民
の
発
生
が

起
き
て
い
る
（
木
村 

二
〇
一
五
）。

　

ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
中
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
は
ボ
ド
の
武
装
組
織
が
活
動
を
展
開
し
て
い
た
地
域
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
一
九
八
〇
年

代
後
半
、
ボ
ド
防
衛
隊
（Bodo Security Force,

略
称
Ｂ
ｄ
Ｓ
Ｆ
）
が
イ
ン
ド
か
ら
の
独
立
を
目
指
し
た
武
装
闘
争
を
開
始
す
る
。

Ｂ
ｄ
Ｓ
Ｆ
は
ブ
ー
タ
ン
や
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
隣
接
す
る
森
林
地
帯
に
拠
点
を
持
ち
、
イ
ン
ド
の
治
安
維
持
部
隊

に
対
し
て
作
戦
を
展
開
し
た
。
こ
の
Ｂ
ｄ
Ｓ
Ｆ
が
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
四
年
の
ム
ス
リ
ム
へ
の
攻
撃
の
際
に
主
体
と
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｂ
ｄ
Ｓ
Ｆ
は
後
に
名
前
を
ボ
ド
ラ
ン
ド
民
族
民
主
戦
線
（N

ational D
em

ocratic Front of Bodoland, 

略
称
Ｎ

Ｄ
Ｆ
Ｂ
）
と
改
称
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
武
装
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

一
方
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
は
一
九
九
六
年
、
第
二
期
ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
の
開
始
を
発
表
す
る
。
そ
の
直
後
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
の
武
装
組
織
が
分
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裂
し
て
ボ
ド
解
放
の
虎
（Bodo Liberation T

iger

）
を
名

乗
り
、
こ
ち
ら
も
ブ
ー
タ
ン
や
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ

シ
ュ
州
に
隣
接
す
る
森
林
地
帯
で
活
動
を
展
開
す
る
。
Ｂ
ｄ

Ｓ
Ｆ
と
は
異
な
り
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
の
主
な
要
求
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
と
同

じ
く
ボ
ド
ラ
ン
ド
分
離
州
の
設
立
だ
っ
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｔ
と
Ｂ
ｄ

Ｓ
Ｆ
は
同
じ
地
域
で
活
動
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
つ
の
組
織

は
対
立
関
係
に
あ
り
、
協
力
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（（
（

。

　

一
九
九
九
年
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
と
イ
ン
ド
政
府
は
停
戦
に
合
意
し
、

協
定
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に

は
Ｂ
Ｌ
Ｔ
と
イ
ン
ド
政
府
、
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
の
間
で
憲
法

の
第
六
附
則
に
基
づ
き
、
ボ
ド
領
域
自
治
県
を
設
置
す
る
こ

と
が
合
意
さ
れ
た
。
第
二
次
ボ
ド
協
定
と
し
て
知
ら
れ
る
合

意
文
書
が
締
結
さ
れ
る
際
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
は
い
く
つ
か
の
保
留
林

を
領
域
下
に
含
め
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

バ
リ
パ
ラ
保
留
林
や
そ
の
他
の
ブ
ー
タ
ン
、
ア
ル
ナ
ー

チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
隣
接
す
る
森
林
地
帯
の
不
法
居

住
や
森
林
伐
採
、
土
地
問
題
に
つ
い
て
分
析
す
る
際
、
ボ
ド

ラ
ン
ド
運
動
の
影
響
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
地
域
が
カ
チ
ャ

図 2　ボド領域自治県とバリパラ保留林

ブ ー タ ン

バリパラ保留林

シラン
コクラジャル

バクサ ウダルグリ

河 川

森 林
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リ
・
ド
ゥ
ア
ー
ル
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
た
が
、
そ
の
た
め
、
多
く
の
ボ
ド
の
人
々
が
森
林
地
帯
を
伝
統
的
な

領
土
や
「
故
郷
（hom

eland

）」
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
実
際
、
一
部
に
は
、
ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
成
功
の
た
め
、
ボ
ド
の
民
族

団
体
が
組
織
的
に
こ
の
地
域
に
ボ
ド
の
人
々
を
居
住
さ
せ
て
い
る
と
い
う
陰
謀
論
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た

陰
謀
論
に
は
確
固
た
る
根
拠
は
な
い
が
、
武
装
組
織
同
様
に
ボ
ド
の
市
民
団
体
が
こ
う
し
た
地
域
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
ボ
ド
の
人
々
の
住
む
森
林
地
帯
は
行
政
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
（
村
議
会
）
な
ど
の
公
的
な

政
治
的
・
社
会
的
組
織
が
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
学
校
の
設
立
の
際
に
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ボ
ド
語

の
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
森
林
地
帯
は
、
紛
争
の
際
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
、
先
住

民
族
を
は
じ
め
と
す
る
土
地
な
し
農
民
に
よ
る
不
法
居
住
は
政
治
的
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る
。
全
ア
ッ
サ
ム
学
生
連
合
が
主
導
し

た
反
外
国
人
運
動
の
さ
な
か
、
一
九
八
三
年
の
州
議
会
選
挙
の
際
に
大
規
模
な
紛
争
が
勃
発
す
る
が
、
そ
の
際
に
も
バ
リ
パ
ラ
保
留

林
と
遠
く
な
い
ゴ
プ
ー
ル
保
留
林
で
襲
撃
事
件
が
起
き
た
（K

im
ura 2013: 75-6

）。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の

ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
と
関
連
し
た
襲
撃
事
件
で
も
、
し
ば
し
ば
森
林
地
帯
が
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

４　
「
不
法
占
拠
者
」
と
は
だ
れ
か
―
―
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
事
例
か
ら

　

バ
リ
パ
ラ
保
留
林
は
中
部
ア
ッ
サ
ム
の
古
都
テ
ズ
プ
ル
か
ら
北
に
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
バ
ス
や
車

で
テ
ズ
プ
ル
を
北
上
し
、
茶
園
を
左
右
に
見
渡
し
な
が
ら
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
走
る
と
東
西
に
走
る
線
路
と
小
さ
な
駅
に
行
き

あ
た
る
。
バ
リ
パ
ラ
鉄
道
駅
の
付
近
は
国
道
の
分
岐
点
と
も
な
っ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
国
道
を
行
き
交
う
車
向

け
の
店
が
集
ま
っ
て
い
る
。
国
道
五
二
号
線
は
こ
こ
で
東
に
折
れ
、
ア
ッ
サ
ム
州
の
北
部
か
ら
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
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の
州
都
イ
タ
ナ
ガ
ル
に
続
く
が
、
支
線
が
さ
ら
に
北
に
位
置

す
る
ボ
ン
デ
ィ
ラ
に
向
け
て
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
続
い
て
い

る
。
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
と
い
う
バ
ザ
ー
ル
の
あ
る
村
を
抜
け
る

と
、
森
林
地
帯
に
入
る
。
い
く
つ
か
の
森
林
村（（
（

が
続
い
た
後
、

人
家
が
途
絶
え
森
林
地
帯
と
な
る
が
、
再
び
道
路
の
両
側
に

は
人
家
が
見
え
始
め
る
。
北
に
は
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ

デ
シ
ュ
州
や
ブ
ー
タ
ン
の
山
並
み
が
見
え
、
州
境
が
す
ぐ
近

く
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
六
年
一

月
と
一
一
～
一
二
月
に
か
け
て
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
か
ら
数
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
南
の
バ
リ
パ
ラ
町
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
住
み
込
み
、
バ

リ
パ
ラ
保
留
林
に
通
っ
て
フ
ィ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

４
︱
１　

居
住
の
始
ま
り
と
生
活
の
様
子

　

バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
境
界
で
あ
り
、
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
と
の
州
境
に
も
あ
た
る
バ
ル
ッ
ク
ポ
ン
グ
と

い
う
小
さ
な
町
よ
り
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手
前
の
と
こ
ろ

に
、
ボ
ド
文
学
協
会
の
ボ
ロ
リ
・
バ
リ
ー
地
域
代
表
の
ソ
ク

ラ
ダ
ル
・
ダ
イ
マ
リ
氏
の
家
が
あ
っ
た
。
ボ
ド
文
学
協
会
は

一
九
五
〇
年
代
か
ら
ボ
ド
語
を
教
育
言
語
と
し
て
ア
ッ
サ
ム

図 3　バリパラ保留林とディマプル・No.1 村

バルックポング ディマプル・No.1村
ナドゥアル保留林

バリパラ保留林

ボギジュリ

サリドゥアル
劣化した森林地

河　　　川

疎　　　林

荒　廃　地
閉　鎖　林
国　　　道
州　　　境

サリドゥアル保留林
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州
の
公
立
学
校
に
導
入
す
る
運
動
を
展
開
し
た
運
動
の
中
心
に
お
り
、
単
な
る
文
学
者
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
ボ
ド
語
の
教
育
に
携

わ
る
人
等
が
活
発
に
関
わ
る
、
草
の
根
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
る
団
体
で
あ
る
。

　

ソ
ク
ラ
ダ
ル
・
ダ
イ
マ
リ
氏
に
こ
の
地
域
の
名
前
を
尋
ね
る
と
、「
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

（
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
）
村
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
後
で
確
認
す
る
と
、
隣
に
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.2

が
あ
る
。
デ
ィ
マ
プ
ル
村
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
二
つ
に
分
け

た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

ダ
イ
マ
リ
氏
に
な
ぜ
こ
こ
に
い
る
の
か
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
を
聞
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
た
。

　

私
は
二
七
年
前
に
ラ
ン
ガ
パ
ラ
（
バ
リ
パ
ラ
よ
り
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
に
あ
る
線
路
沿
い
の
村
）
か
ら
来
た
。
こ
の
あ
た
り
に
は
一
五

年
前
か
ら
住
ん
で
い
る
。
そ
れ
以
前
は
、
カ
ル
ビ
・
ア
ン
グ
ロ
ン
グ
県
（
ア
ッ
サ
ム
州
中
部
の
丘
陵
県
。
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
に
隣
接
す
る
）
に

い
た
。
土
地
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
来
た
。
こ
の
村
に
は
二
四
世
帯
い
る
。
他
の
人
た
ち
も
み
な
、
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
や
ダ
ラ
ン
県
、

カ
ル
ビ
・
ア
ン
グ
ロ
ン
グ
県
か
ら
来
た
。
み
ん
な
畑
と
田
ん
ぼ
を
耕
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。
自
分
の
と
こ
ろ
は
一
二
ビ
ガ
の
耕
地
を
耕

し
て
お
り
、
九
人
家
族
だ（

（
（

。

　

学
校
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
筆
者
の
問
い
に
対
し
て
、

　

こ
こ
に
は
公
立
の
学
校
（governm

ent school

）
は
な
い
が
、
私
設
の
学
校
（venture school

）
は
あ
る
。
生
徒
数
は
六
五
人
で
、

こ
の
付
近
の
七
つ
の
村
が
集
ま
っ
て
建
て
た
。
学
校
の
名
前
は
バ
ト
プ
リ
小
学
校
で
、
ボ
ド
語
が
教
育
言
語
だ
。

　

こ
の
ボ
ロ
リ
・
バ
リ
ー
地
区
に
は
約
三
〇
の
村
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
す
べ
て
の
村
の
名
前
を
挙
げ
て
く
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が

ボ
ド
人
の
村
で
あ
り
、
一
つ
だ
け
ア
ッ
サ
ム
人
の
村
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
小
学
校
が
六
つ
、
中
学
校
が
一
つ
、
高
校
が
一
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つ
あ
る
。
ア
ッ
サ
ム
語
で
教
育
を
す
る
学
校
は
一
つ
の
み
で
、
後
は
す
べ
て
ボ
ド
語
で
教
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
学
校
は
ほ

と
ん
ど
が
一
九
九
三
年
に
始
ま
っ
た
。
学
校
に
は
先
生
が
二
人
お
り
、
村
人
か
ら
一
年
五
〇
ル
ピ
ー
ず
つ
集
め
て
給
料
を
支
払
っ
て

い
る
。
村
の
人
た
ち
は
米
や
マ
ス
タ
ー
ド
を
売
り
、
現
金
収
入
を
得
て
い
る
。

　

い
つ
頃
か
ら
人
が
住
み
始
め
た
の
か
、
と
い
う
筆
者
の
問
い
に
対
し
て
は
こ
う
答
え
た
。

　

こ
の
村
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
に
人
が
住
み
始
め
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
、
当
初
は
環
境
森
林
局
に
よ
る
追
い
出
し

の
た
め
の
焼
き
払
い
等
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
み
な
土
地
が
な
い
た
め
こ
こ
に
帰
っ
て
き
て
、
住
み
続
け
て
い
た
。
み
な
、
カ
ル
ビ
・
ア
ン

グ
ロ
ン
グ
県
や
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
、
ウ
ダ
ル
グ
リ
県
、
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
、
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
か
ら
こ
こ
に
き
て
い
る
。
行
政
の
認
め
た
村
で
は

な
い
の
で
、
電
気
も
な
く
、
病
院
も
な
い
。
水
は
井
戸
を
掘
っ
て
飲
み
水
に
し
て
い
る
。

　

村
の
ま
と
め
役
は
誰
か
、
と
聞
く
と
、
村
長
（
ガ
オ
ン
ブ
ラ
）
が
い
る
と
言
う
の
で
そ
の
人
に
会
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
に
す
る
。

ガ
オ
ン
ブ
ラ
は
行
政
の
任
命
す
る
村
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
。
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

は
行
政
の
認
め
た
村
で
は
な
い
た
め
、
県
行

政
に
認
め
ら
れ
た
ガ
オ
ン
ブ
ラ
と
い
う
役
職
は
存
在
し
な
い
が
、
村
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
中
で
指
導
的
役
割
を
す
る
存
在
を
他
の

行
政
村
に
な
ら
っ
て
ガ
オ
ン
ブ
ラ
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

自
分
は
カ
ム
ル
ー
プ
県
グ
レ
ス
ワ
ル
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
た
。
一
九
七
七
年
に
近
く
の
バ
ル
ッ
ク
ポ
ン
グ
に
や
っ
て
き
て
、
日
雇
い
の

仕
事
を
し
て
い
た
。
自
分
の
家
は
四
人
息
子
で
、
土
地
は
四
ビ
ガ（

（（
（

し
か
な
く
、
足
り
な
か
っ
た
。
兄
弟
は
今
も
カ
ム
ル
ー
プ
に
い
る
。
学
校

に
は
八
年
生
ま
で
通
っ
た
。

　

妻
と
は
一
九
八
七
年
に
結
婚
し
た
。
妻
も
カ
ム
ル
ー
プ
県
の
出
身
だ
。
息
子
が
二
人
、
娘
が
二
人
い
る
。
こ
こ
に
来
た
の
は
一
九
九
五
年
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こ
ろ
。
こ
の
村
に
は
二
七
家
族
お
り
、
み
ん
な
出
身
地
は
ば
ら
ば
ら
だ（

（（
（

。

　　

今
年
は
雨
が
降
ら
ず
、
作
物
が
取
れ
ず
に
大
変
だ
と
い
う
話
か
ら
、
耕
作
や
収
入
の
様
子
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
。

　
　

自
分
は
主
に
米
と
マ
ス
タ
ー
ド
や
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。
き
ち
ん
と
測
量
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
一
五
か
ら
一
六
ビ
ガ
あ
る
と
思
う
。
全

部
自
分
た
ち
で
耕
し
て
い
る
よ
。
こ
こ
に
来
た
こ
ろ
に
は
ま
だ
森
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
で
開
墾
し
た
。
米
は
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち

で
食
べ
る
分
だ
が
、
野
菜
や
マ
ス
タ
ー
ド
を
定
期
市
（haat

（
（（
（

）
で
売
っ
て
い
る
。
現
金
収
入
は
年
間
約
一
〇
〇
〇
か
ら
一
五
〇
〇
ル
ピ
ー
ほ

ど
。
医
療
費
や
教
育
費
に
お
金
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　　

デ
ィ
マ
プ
ル･N

o.1

の
よ
う
な
村
は
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
約
六
〇
ほ
ど
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
多
く
が
二
〇
か
ら
三
〇
世
帯

の
小
規
模
の
村
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
一
つ
の
村
に
平
均
二
五
世
帯
あ
る
と
す
れ
ば
、
約
一
五
〇
〇
世
帯
、
一
つ
の
世
帯
に

平
均
六
人
と
考
え
る
と
九
〇
〇
〇
人
ほ
ど
居
住
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
森
林
地
帯
に
お
け
る
人
の
居
住
や
耕
作
地
は
流

動
的
で
あ
り
、
数
カ
月
単
位
の
変
動
が
激
し
い
。
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
を
管
轄
下
に
お
く
環
境
森
林
局
の
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
地
域
担
当
者

は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

自
分
た
ち
は
現
地
へ
行
っ
て
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
何
人
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
本
格
的
に
居
住
が
は
じ
ま
っ
た
の
は

一
九
九
六
年
こ
ろ
と
聞
い
て
い
る
。
環
境
森
林
局
は
何
度
も
追
い
出
し
を
試
み
た
が
、
何
度
家
を
焼
い
て
も
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
た
め
、
効

果
は
な
か
っ
た
。

　

不
法
居
住
者
の
人
々
は
、
開
墾
し
て
二
、
三
年
た
ち
、
土
地
の
収
穫
率
が
下
が
る
と
他
の
人
に
売
っ
て
別
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
開
墾
す
る
、
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と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
々
の
増
加
に
は
政
治
家
も
絡
ん
で
お
り
、
彼
ら
は
選
挙
名
簿
に
不
法
占
拠
者
を
い
れ
は
じ

め
た
。
現
在
、
こ
の
地
域
の
州
議
会
議
員
が
彼
ら
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る（

（（
（

。

　　

環
境
森
林
局
は
、
保
留
林
に
居
住
す
る
者
が
い
れ
ば
定
期
的
に
見
回
り
、
家
を
焼
き
払
う
「
追
い
出
し
（eviction operation

）」

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
目
の
届
か
な
い
奥
地
で
は
定
期
的
に
焼
き
払
う
だ
け
で
は
他
に
行
く
場
所
の
な
い
村
人
た
ち
は
戻
っ

て
き
て
し
ま
い
、
効
果
が
薄
い
。
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
に
お
い
て
も
追
い
出
し
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
調
査
時
か
ら
五
年
ほ
ど

前
、
二
〇
〇
一
年
こ
ろ
に
停
止
さ
れ
た
と
い
う
。
人
々
の
中
に
は
、
こ
の
付
近
か
ら
ボ
ド
民
族
出
身
の
州
議
会
議
員
が
二
〇
〇
一
年

に
選
出
さ
れ
た
後
、「
も
う
追
い
出
し
は
な
い
」
と
約
束
し
た
こ
と
に
言
及
す
る
者
も
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
４
︱
３
で
詳
述

す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
段
階
で
は
、
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
で
環
境
森
林
局
に
よ
る
追
い

出
し
に
お
び
え
る
様
子
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。

　

４
︱
２　

移
動
を
繰
り
返
す
人
々

　

村
全
体
で
約
二
五
世
帯
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
一
軒
一
軒
ま
わ
っ
て
主
に
ど
こ
か
ら
移
住
し
て
き
た
の
か
に
関
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
留
守
宅
や
、
場
所
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
家
も
あ
り
、
二
三
世
帯
の
人
々
に
関
し
て
、
出
身
地
や
移
住
の
経
緯
、

耕
作
の
様
子
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
は
ガ
オ
ン
ブ
ラ
の
近
隣
の
家
に
行
く
と
、
女
性
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
く
れ
る
。

　
　

自
分
は
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
出
身
で
、
は
じ
め
は
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
に
行
っ
た
。
ナ
ガ
ラ
ン
ド
で
は
自
分
の
土
地
が
な
く
、
分
益
小
作
人

（adhi

）
と
し
て
働
い
て
い
た
。
こ
こ
で
は
自
分
た
ち
の
土
地
が
耕
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
や
っ
て
き
た
。
全
部
で
一
一
ビ
ガ
耕
し
て
い
る
。
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主
な
作
物
は
米
や
穀
物
、
マ
ス
タ
ー
ド
、
ポ
テ
ト
な
ど
。
今
年
は
雨
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

い
つ
も
よ
り
収
穫
が
少
な
い
。
子
ど
も
は
八
人
い
て
、
近
く
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
る（

（（
（

。

　　

デ
ィ
マ
プ
ル･N

o.1

で
は
、
こ
の
女
性
の
よ
う
に
、
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
な
ど
西
部
出
身

で
、
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
や
そ
の
隣
の
カ
ル
ビ
・
ア
ン
グ
ロ
ン
グ
県
に
移
住
し
た
後
、
バ
リ

パ
ラ
保
留
林
に
移
住
し
て
き
た
村
人
が
一
番
多
か
っ
た
（
二
三
人
中
一
一
人
、
表
１
・
表

２
参
照
）。

　

実
際
、
デ
ィ
マ
プ
ル
と
は
ア
ッ
サ
ム
州
に
隣
接
す
る
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
の
町
の
名
前
で
、

多
く
の
人
が
以
前
デ
ィ
マ
プ
ル
に
い
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
名
前
だ
と
い
う
。
そ
の
ほ
か

の
村
人
も
、
ソ
ニ
ッ
ト
プ
ル
県
や
北
ラ
キ
ン
プ
ル
県
等
を
経
由
し
て
バ
リ
パ
ラ
保
留
林

に
住
み
つ
い
た
者
が
多
く
、
移
住
先
で
日
雇
い
や
小
作
人
を
し
て
い
た
際
に
バ
リ
パ
ラ

保
留
林
の
話
を
聞
い
て
や
っ
て
き
た
者
が
多
い
。
ま
た
、
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
あ
ち
こ
ち
移
り
住
ん
だ
者
も
多
く
、
少
な
い
も
の
で
二
カ
所
、
多

い
も
の
で
は
一
〇
カ
所
以
上
の
移
住
を
繰
り
返
し
た
も
の
も
い
た
（
表
２
は
、
一
番
長

く
い
た
場
所
を
記
入
し
た
）。
移
住
先
で
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
土
地
を

求
め
て
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
た
ど
り
着
い
た
者
た
ち
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

４
︱
３　

デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1
村
に
お
け
る
定
住
化
の
進
行

　

保
留
林
内
で
は
人
々
は
耕
作
地
の
収
穫
率
が
減
少
す
る
と
よ
そ
に
行
っ
て
開
墾
す
る

表１　ディマプル・No.1 村の住民の出生地

出生地
西部アッサム（ゴ
アルパラ県、カム

ループ県）

カルビ・アングロ
ング県、ナガラン

ド州

ナガオン県 わからない
／回答なし

11 6 3 3

表２　ディマプル・No.１村の住民の以前の居住地

以前居住／
働いていた場所

ナガランド州
（ゴラガート県
等州境を含む）

カルビ・アング
ロング県

バルックポング
等、バリパラ保

留林近く

わからない
／回答なし

9 2 6 6
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た
め
、
移
動
率
が
高
い
と
い
う
情
報
の
一
方
で
、
デ
ィ
マ
プ
ル･N

o.1

村
の
よ
う
な
国
道
沿
い
の
村
で
は
定
住
化
の
動
き
も
見
ら
れ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
新
し
い
家
を
建
設
中
の
家
族
に
行
き
あ
た
り
、
話
を
聞
く
と
以
下
の
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　
　

私
は
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
出
身
で
、
村
を
出
て
か
ら
二
九
年
に
な
る
。
最
初
は
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
、
そ
の
後
は
北
ラ
キ
ン
プ
ル
県
、
カ
ル
ビ
・

ア
ン
グ
ロ
ン
グ
県
と
転
々
と
し
た
。
道
路
建
設
や
水
力
発
電
所
の
建
設
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
た
。
ラ
ン
ガ
パ
ラ
、
バ
ル
ッ
ク
ポ
ン

グ
経
由
で
九
年
前
に
こ
こ
に
来
た
。

　

こ
の
家
を
作
り
始
め
た
の
は
去
年
の
三
月
で
、
今
月
中
に
完
成
す
る
予
定
だ
。
材
料
は
バ
ル
ッ
ク
ポ
ン
グ
や
バ
リ
パ
ラ
か
ら
取
り
寄
せ
、

人
手
は
バ
リ
パ
ラ
側
か
ら
集
め
て
き
た
。
今
ま
で
家
を
造
る
の
に
か
か
っ
た
お
金
は
八
五
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
で
、
精
米
機
を
人
に
貸
し
た
り
、

家
畜
を
売
っ
た
り
し
て
工
面
し
た
。

　

土
地
は
四
〇
ビ
ガ
ほ
ど
持
っ
て
お
り
、
こ
の
村
の
ボ
ド
の
人
々
に
耕
作
を
さ
せ
て
い
る
。
一
二
ビ
ガ
は
マ
ス
タ
ー
ド
、
八
ビ
ガ
は
レ
ン
ズ

豆
、
一
二
ビ
ガ
は
穀
物
を
植
え
て
い
る
。
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
や
バ
ル
ッ
ク
ポ
ン
グ
の
商
人
が
買
い
に
来
る
。

　　

家
主
の
デ
ィ
ノ
ナ
ス
・
バ
ス
マ
タ
リ
氏
の
話
か
ら
、
村
の
中
で
も
裕
福
な
者
が
国
道
沿
い
に
居
を
か
ま
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o 1

村
で
は
約
半
数
が
一
一
か
ら
一
五
ビ
ガ
の
土
地
を
耕
し
て
お
り
、
二
〇
ビ
ガ
を
超
え
る
と
答
え
た
の
は
三
世

帯
し
か
な
か
っ
た
。
精
米
機
や
家
畜
、
そ
し
て
マ
ス
タ
ー
ド
な
ど
の
換
金
作
物
に
よ
る
現
金
収
入
が
あ
り
、
村
の
中
で
は
成
功
し
た

家
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
こ
と
に
触
れ
て
こ
う
語
っ
た
。

　
　

子
ど
も
に
は
一
二
年
生
ま
で
教
育
を
終
え
さ
せ
た
い
。
子
ど
も
は
三
人
お
り
、
一
人
は
終
え
て
今
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
に
い
る
。
後
の
二

人
は
シ
ン
ギ
マ
リ
の
中
等
学
校
に
通
わ
せ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
バ
ス
で
通
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
便
利
だ（

（（
（

。
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国
道
沿
い
に
あ
る
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

の
よ
う
な
村
で
は
、
交
通
の
便
が
よ
く
、
家
を
建
て
る
た
め
の
材
料
を
運
ん
だ
り
、
人

手
を
集
め
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
教
育
に
欠
か
せ
な
い
街
へ
の
交
通
の
便
も
よ
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
家

を
立
て
、
人
々
が
定
住
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
国
道
沿
い
と
い
う
こ
と
は
、
交
通
の
便
が
い
い
と
同
時
に
、
そ
こ

を
行
き
交
う
車
か
ら
丸
見
え
で
あ
り
、
環
境
森
林
局
に
よ
る
「
追
い
出
し
」
の
対
象
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
う

し
て
大
っ
ぴ
ら
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
の
家
を
建
て
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、「
追
い
出
し
」
が
も
う
起
き
な
い
と
人
々
が
確

信
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

定
住
化
の
も
う
一
つ
の
表
れ
は
、
各
村
に
小
規
模
の
雑
貨
店
が
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

の
中
に
は
、
バ
ス
停
の
横
に
一
軒
の
店
が
で
き
て
い
る
。
ア
メ
や
ガ
ム
、
パ
ー
ン
な
ど
の
嗜
好
品
が
手
前
に
、
石
鹸
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、

歯
ブ
ラ
シ
と
い
っ
た
日
用
品
、
卵
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
食
料
品
が
奥
の
棚
に
並
べ
て
あ
る
。
店
は
竹
と
木
で
枠
組
み
を
組
み
、
屋

根
は
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
壁
は
泥
を
塗
っ
て
あ
る
簡
素
な
つ
く
り
で
あ
る
。
店
主
は
二
〇
代
半
ば
の
若
い
男
性
で
、
こ
の
店
は
ひ
と

月
ほ
ど
前
に
始
め
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

自
分
の
家
は
こ
こ
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
の
中
だ
。
家
族
は
七
人
で
、
両
親
と
兄
弟

姉
妹
と
暮
ら
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
土
地
は
二
〇
ビ
ガ
ほ
ど
で
、
米
や
マ
ス
タ
ー
ド
、
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。
一
〇
年
ほ
ど
前
に
ナ
ガ

ラ
ン
ド
州
か
ら
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
。
両
親
は
も
と
も
と
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
出
身
だ
。
ナ
ガ
ラ
ン
ド
に
は
一
五
年
ほ
ど
い
た
。

　

こ
の
店
を
建
て
て
、
最
初
の
仕
入
れ
を
す
る
の
に
二
五
〇
〇
ル
ピ
ー
ほ
ど
か
か
っ
た
。
ひ
と
月
の
売
り
上
げ
は
五
〇
〇
ル
ピ
ー
ほ
ど
。
品

物
は
バ
ル
ッ
ク
ポ
ン
グ
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。

　

デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
の
隣
の
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.2

村
に
も
同
様
の
店
舗
が
あ
り
、
わ
ず
か
一
週
間
前
に
で
き
た
ば
か
り
だ
と

い
う
。
ま
た
、
反
対
側
に
隣
接
す
る
ソ
ナ
イ
シ
リ
村
に
は
上
記
の
二
店
舗
よ
り
も
大
き
め
の
店
が
あ
り
、
一
年
半
ほ
ど
前
の
二
〇
〇
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五
年
に
で
き
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
の
店
舗
は
生
活
必
需
品
や
薬
の
ほ
か
、
電
話
屋
と
テ
ィ
ー
・
シ
ョ
ッ
プ
も
兼
ね
て
お
り
、
買
い
物

や
電
話
を
か
け
に
訪
れ
た
客
が
い
っ
ぱ
い
の
お
茶
を
飲
ん
で
世
間
話
を
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
の
人
々
は
、
単
に
土
地
を
開
墾
し
、
家
を
建
て
て
住
み
つ
い
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
行
政
の

援
助
の
全
く
な
い
場
所
で
自
分
た
ち
の
手
で
学
校
を
建
て
、
近
年
で
は
店
舗
も
で
き
る
な
ど
、
国
有
林
の
内
部
で
電
気
や
水
道
が
通

ら
な
い
と
い
う
限
界
は
あ
り
な
が
ら
も
、
ま
さ
に
「
村
」
を
形
成
し
て
集
団
生
活
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。「
不
法
居
住
者

（encroacher

）」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
筆
者
は
犯
罪
に
手
を
染
め
て
い
る
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
が
、

デ
ィ
マ
プ
ル N

o.1

村
で
出
会
っ
た
人
々
は
ど
こ
に
で
も
い
る
当
た
り
前
の
村
人
た
ち
の
姿
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
国
有
林
内
に
住
ん
で
い
る
以
上
、
村
人
た
ち
の
生
活
は
法
的
に
は
い
つ
追
い
出
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
不
安

定
な
も
の
で
あ
る
。
人
々
は
、
こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
な
働
き
掛
け
を
試
み
て
い
る
。

５　

不
法
占
拠
と
森
林
伐
採
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

　

５
︱
１　

不
法
占
拠

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
家
の
建
設
や
店
舗
の
開
始
は
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
内
に
お
け
る
定
住
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
の
証
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
人
々
は
森
林
外
に
居
住
し
て
耕
作
し
た
り
、
耕
作
の
た
め
に
季
節
的
に
移
住
を
繰
り
返
す
と
い
う
段
階
を
超
え
、

こ
の
地
域
に
定
住
し
始
め
て
い
る
。
ボ
ド
の
人
々
が
森
林
地
に
お
い
て
定
住
し
て
い
る
事
実
を
さ
し
て
、
一
部
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

や
行
政
関
係
者
は
「
ボ
ド
の
武
装
組
織
（
も
し
く
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
）
が
ボ
ド
ラ
ン
ド
要
求
実
現
の
た
め
、
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
川
以
北
の

森
林
地
帯
に
お
け
る
ボ
ド
の
人
々
の
不
法
居
住
を
計
画
し
、
奨
励
し
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
最
中
に

も
、
こ
れ
は
「
ア
ッ
サ
ム
を
半
分
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
な
の
だ
と
思
う
、
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
漏
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ら
す
行
政
関
係
者
と
出
会
っ
た
。

　

多
く
の
人
に
こ
う
し
た
疑
惑
を
抱
か
せ
る
根
拠
の
一
つ
は
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
不
法
居
住
し
て
い
る
人
々
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ド

民
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

で
も
、
ご
く
少
数
の
ラ
バ
民
族
（
ボ
ド
と
同
じ
く
ア
ッ
サ
ム
州

平
野
部
の
先
住
民
族
）
の
人
々
を
除
く
と
住
民
は
ボ
ド
民
族
ば
か
り
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
不
法
居
住
の
は
じ
ま
っ
た
バ
リ
パ

ラ
保
留
林
の
南
端
側
で
は
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
の
人
々
も
見
ら
れ
る
が
、
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

の
よ
う
な
国
道
沿
い
付
近
に
は
い
な
い
。

ま
た
、
人
口
増
加
と
耕
作
地
の
不
足
に
苦
し
む
ム
ス
リ
ム
の
人
々
は
こ
の
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
。

　

ブ
ー
タ
ン
や
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
と
接
す
る
国
境
や
州
境
付
近
が
「
カ
チ
ャ
リ
・
ド
ゥ
ア
ー
ル
」
と
し
て
知
ら
れ
、

ボ
ド
の
人
々
の
伝
統
的
な
領
土
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ボ
ド
や
そ
の
他
の
平
野
部
の
先
住

民
族
は
、
自
分
た
ち
の
領
土
が
よ
そ
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
不
満
は
、
Ｐ

Ｔ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
ウ
ダ
ヤ
ー
チ
ャ
ル
創
設
運
動
の
頃
か
ら
、
政
治
的
な
要
求
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
お
け
る
不
法
居
住
が
、
あ
る
組
織
や
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
す
べ
て
「
計
画
」
も
し
く
は
「
奨

励
」
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
見
な
す
こ
と
に
も
無
理
が
あ
る
。
前
節
で
示
し
た
通
り
、
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
の
人
々
は
自
分
た
ち

の
故
郷
か
ら
直
接
移
住
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
や
カ
ル
ビ
・
ア
ン
グ
ロ
ン
グ
県
な
ど
を
経
由
し
て
バ
リ
パ
ラ
保
留
林

に
移
住
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
ボ
ド
の
民
族
組
織
の
影
響
力
は
決
し
て
大
き
く
は
な
く
、
人
々
は
近
隣
者
や
親
戚
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
移
住
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
人
の
移
動
を
全
体
的
に
計
画
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
の
よ
う
に
、
国
道
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
人
々
が
大
っ
ぴ
ら
に
居
を
構
え
始
め
た
の
は
、
Ｂ
ｄ
Ｓ
Ｆ

（
現
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
）
が
九
〇
年
代
初
頭
に
こ
の
地
域
で
武
装
活
動
を
展
開
し
た
以
降
で
あ
る
。
武
装
勢
力
の
活
動
に
よ
り
、
環
境
森
林
局

に
よ
る
「
追
い
出
し
」
は
ほ
と
ん
ど
実
施
不
可
能
と
な
っ
た
。
ボ
ド
の
土
地
な
し
農
民
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
利
用
し
、
武
装
組
織

の
黙
認
の
も
と
に
森
林
地
帯
に
居
を
構
え
始
め
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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ボ
ド
以
外
の
人
々
が
ほ
と
ん
ど
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
居
住
し
て
い
な
い
理
由
は
、
武
装
組
織
の
活
動
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
地
域

で
は
誘
拐
や
脅
迫
と
い
っ
た
事
件
が
い
く
つ
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ド
以
外
の
民
族
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
教
育

省
の
行
政
関
係
者
は
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
近
く
に
住
む
ラ
バ
民
族
が
誘
拐
さ
れ
、
家
族
は
身
代
金
と
し
て
何
十
万
ル
ピ
ー
も
の
お

金
を
要
求
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た（（（
（

。
保
留
林
内
部
や
付
近
に
お
け
る
こ
う
し
た
事
件
の
た
め
、
ボ
ド
民
族
に
属
さ
な

い
人
々
は
森
林
地
帯
に
住
ま
な
い
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
て
も
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ボ
ド
の
武
装
組
織
は
常
に
ボ
ド
の
人
々
を
保
護
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
と
Ｂ
Ｌ
Ｔ
の
衝
突
に
よ
り
、
ボ
ド
の

人
々
が
森
林
地
帯
の
近
く
で
殺
害
さ
れ
た
り
、
脅
迫
さ
れ
た
り
す
る
事
例
も
存
在
す
る（（（
（

。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
村
人
た
ち
は
政
治

家
の
庇
護
を
期
待
し
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
に
こ
の
地
域
か
ら
、
プ
ラ
ネ
シ
ュ
ワ
ル
・
バ
ス
マ
タ
リ
と
い
う
ボ
ド
民
族
の
イ
ン
ド
国

民
会
議
派
所
属
の
政
治
家
が
州
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
デ
ィ
マ
プ
ル･N

o.1

村
の
よ
う
な
国
有
林
に
不
法
居
住
す
る
村
人
た
ち

の
多
く
も
選
挙
人
と
し
て
登
録
さ
れ
、
バ
ス
マ
タ
リ
の
選
出
に
貢
献
し
た
。
不
法
居
住
し
て
い
る
人
々
は
、
バ
ス
マ
タ
リ
の
存
在
が

環
境
森
林
局
に
よ
る
追
い
出
し
へ
の
抑
止
力
と
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
森
林
地
帯
に
お
い
て
、
バ
ス
マ
タ
リ
の
存
在
感
は
非

常
に
大
き
い
。
コ
イ
ラ
ジ
ュ
リ
村
と
い
う
不
法
居
住
者
の
村
の
高
校
は
彼
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
ま
た
デ
ィ
マ
プ
ル･N

o.1

に
あ
る

バ
ス
停
も
バ
ス
マ
タ
リ
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
に
は
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
と
近
隣
の
保
留
林
の
村
人
た
ち
は
合
同
で
国
有
林
内
に
あ
る
村
を
村
議
会
（
パ
ン

チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
）（

（（
（

に
含
め
る
よ
う
州
大
臣
に
要
請
書
を
提
出
し
た
。
保
留
林
内
部
に
居
住
し
続
け
る
た
め
、
人
々
は
保
留
林
の
解
除

と
行
政
村
へ
の
転
換
を
希
望
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
三
年
に
第
二
次
ボ
ド
協
定
が
締
結
さ
れ
る
際
に
は
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
が
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
を
含
む
い
く
つ
か
の
保
留
林
を
Ｂ
Ｔ
Ａ

Ｄ
に
含
め
る
よ
う
要
求
し
た
。
政
府
は
要
求
を
拒
否
し
た
も
の
の
、
こ
の
地
域
の
ボ
ド
の
人
々
は
こ
の
要
求
を
支
持
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
森
林
地
の
人
々
は
自
ら
の
居
住
地
を
合
法
化
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
利
用
し
て
お
り
、
ボ
ド
の
民
族
組
織
の
み
を
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頼
み
に
こ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
の
段
階
で
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
内
の
一
八
九
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
一
〇
〇
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
不
法
に
居
住
も
し
く
は
耕
作
さ
れ
て
い
る（（（
（

と
い
う
。
さ
ら
に
二
〇
一
三
年
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
字
は
一
五
〇

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
に
五
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
不
法
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。
第
二
次
ボ
ド
協
定

が
締
結
さ
れ
て
一
〇
年
以
上
経
過
す
る
が
、
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
有
効
な
解
決
策
を
見
つ
け
て
い
な
い
と
い
え

よ
う
。

　

５
︱
２　

違
法
伐
採

　

バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
お
い
て
武
装
組
織
が
活
動
を
展
開
し
、
不
法
居
住
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、
森
林
伐
採
が
起
き
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
実
際
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
や
隣
接
す
る
他
の
国
有
林
に
お
け
る
森
林
減
少
に
関
す
る
研
究
も
お
こ
な
わ
れ
、
武
装

組
織
の
活
動
や
ボ
ド
の
よ
う
な
先
住
民
族
に
よ
る
不
法
居
住
が
そ
の
主
な
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
（Srivastava et al. 2002: 

1480, 1483

）。
ま
た
、
前
述
の
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
を
担
当
す
る
環
境
森
林
局
の
担
当
官
は
一
九
九
六
年
に
大
規
模
な
森
林
伐
採
が
始

ま
っ
た
と
述
べ
、
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
の
関
与
を
指
摘
し
た
。

　

森
林
地
帯
に
不
法
に
住
む
村
人
た
ち
が
実
際
に
伐
採
に
関
与
し
て
い
る
。
伐
採
し
た
後
、
国
道
に
木
材
を
運
び
、
そ
こ
か
ら
町
に
運
ば
れ

て
い
く
。
町
で
購
入
す
る
業
者
の
介
入
が
あ
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
は
す
べ
て
の
段
階
で
マ
ー
ジ
ン
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
家
の
関
与
も
あ

り
、
彼
ら
は
不
法
居
住
者
た
ち
を
選
挙
名
簿
に
登
録
し
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
発
言
か
ら
、
武
装
組
織
が
組
織
的
な
違
法
伐
採
に
関
与
し
、
ま
た
業
者
か
ら
マ
ー
ジ
ン
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
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い
る
。
さ
ら
に
、
森
林
地
帯
に
不
法
居
住
し
て
い
る
村
人
た
ち
が
、
お
そ
ら
く
日
雇
い
で
伐
採
の
た
め
の
労
働
力
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
同
時
に
、
大
規
模
な
伐
採
の
全
体
像
を
考
え
る
と
、
業
者
や
政
治
家
（
そ
し
て
時
に
は
環
境
森
林
局
の
役

人
）
の
関
与
抜
き
で
は
違
法
伐
採
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

大
規
模
な
森
林
伐
採
は
、
都
市
化
に
よ
り
木
材
の
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、
高
値
を
つ
け
て
買
い
取
り
、
輸
送
手

段
を
提
供
し
、
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
業
者
が
い
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
そ
の
た
め
、
武
装
組
織
や
不
法
居
住
者
た
ち

に
よ
る
単
独
の
行
為
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
な
業
者
や
政
治
家
、
官
僚
を
含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
に
応
じ
て
関
与

し
、
成
立
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
妥
当
だ
ろ
う
。
不
法
居
住
者
の
存
在
は
安
価
な
労
働
力
を
提
供
し
、
ま
た
武
装
組
織
の
活
動
は

他
の
ア
ク
タ
ー
の
関
与
を
覆
い
隠
す
役
割
を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
も
ち
ろ
ん
、
武
装
組
織
は
「
税
金
」
と
称
し
て
こ
れ
ら
の
取

引
か
ら
利
益
を
得
て
お
り
、
違
法
伐
採
で
大
き
な
役
割
を
持
つ
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
）。

　

不
法
占
拠
者
た
ち
も
、
も
ち
ろ
ん
自
分
た
ち
が
住
み
、
耕
作
す
る
土
地
の
木
を
伐
採
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ド
の
よ
う
な
先

住
民
族
の
人
々
に
と
っ
て
、
森
林
は
単
な
る
木
材
の
供
給
地
で
は
な
く
、
食
料
や
住
居
の
材
料
を
提
供
す
る
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

政
治
家
の
庇
護
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
環
境
森
林
局
な
ど
の
官
憲
の
目
か
ら
自
ら
の
存
在
を
覆
い
隠
す
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
の
よ
う
な
村
人
た
ち
の
み
が
森
林
を
伐
採
し
つ
く
し
て
し
ま
う
こ
と
考
え
に
く
い
。
村
人
た
ち

に
と
っ
て
、
森
林
地
帯
の
奥
で
細
々
と
暮
ら
し
て
い
る
分
に
は
武
装
組
織
の
影
響
も
あ
り
、「
追
い
出
し
」
に
遭
わ
な
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
伐
採
し
つ
く
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
リ
ス
ク
も
伴
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
違
法
伐
採
は
武
装
組
織
の
活
動
や
政
治
家
の
保
護
、
政
府
の
環
境
・
森
林
保
護
政
策
と
い
っ
た
多
様
な
ア
ク
タ
ー

に
よ
る
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
現
金
収
入
が
限
ら
れ
た
森
林
地
帯
で
は
人
々
に
と
っ
て
お
そ

ら
く
重
要
な
収
入
源
で
あ
り
、
ま
た
生
活
の
た
め
に
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
に
住
む
人
々
が
薪
と
し
て
売
る
た
め
に
伐
採
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
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６　

お
わ
り
に

　

先
住
民
族
の
間
の
土
地
喪
失
と
移
住
の
問
題
は
、
ボ
ド
の
農
民
や
大
衆
が
ウ
ダ
ヤ
ー
チ
ャ
ル
運
動
や
ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
な
ど
の
自

治
を
求
め
た
運
動
を
支
持
す
る
に
あ
た
り
、
も
っ
と
も
重
要
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
で
最
も
被

害
を
受
け
た
人
々
の
多
く
は
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
村
人
た
ち
の
よ
う
に
現
Ｂ
Ｔ
Ａ
Ｄ
地
域
の
外
に
移
住
し
て
し
ま
い
、
運
動
後
の

利
益
を
享
受
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
特
に
、
Ｂ
Ｔ
Ａ
Ｄ
以
外
の
地
域
で
国
有
林
に
「
不
法
居
住
」
す
る
人
々
の
土
地
権

に
つ
い
て
は
、
何
の
対
策
も
取
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
森
林
地
帯
に
不
法
居
住
す
る
人
々
は
二
つ
の
意
味
で
代
表
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
第
一
に
、
ボ
ド
領

域
評
議
会
下
で
の
政
治
に
利
害
を
反
映
さ
せ
た
り
、
利
益
配
分
を
享
受
す
る
権
利
が
な
い
。
第
二
に
、
彼
／
女
ら
は
「
不
法
居
住

者
」
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ボ
ド
領
域
評
議
会
の
設
立
後
、
ボ
ド
社
会
に
政
治
的

エ
リ
ー
ト
や
中
間
層
が
出
現
し
た
。
Ｂ
Ｔ
Ａ
Ｄ
外
に
居
住
す
る
ボ
ド
の
人
々
の
多
く
が
、
土
地
喪
失
と
移
住
の
問
題
で
も
っ
と
も
被

害
を
受
け
た
層
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
人
々
は
「
ボ
ド
の
た
め
の
」
政
治
的
制
度
に
そ
の
利
害
が
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
声
は
よ
り
一
層
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
不
法
居
住
者
た
ち
は
、
単

に
武
装
組
織
や
学
生
団
体
、
ボ
ド
領
域
評
議
会
の
政
治
家
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
。

　

ボ
ド
や
そ
の
他
の
先
住
民
族
の
農
民
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
化
以
前
は
広
大
な
土
地
を
耕
作
し
、
森
林
地
を
利
用
し
て
い

た
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
は
木
材
利
用
の
た
め
、
森
林
を
政
府
の
管
轄
下
に
置
い
て
住
民
の
ア
ク
セ
ス
を
排
除
し
、
独
立
後
の
イ

ン
ド
政
府
も
こ
れ
を
継
承
し
た
。
同
時
に
始
ま
っ
た
移
民
政
策
も
あ
い
ま
っ
て
、
先
住
民
族
の
人
々
の
居
住
地
は
徐
々
に
狭
め
ら
れ

た
が
、
政
府
は
こ
れ
に
対
し
て
何
の
対
策
も
取
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
ボ
ド
の
人
々
に
よ
る
森
林
地
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の
不
法
居
住
は
、
ス
コ
ッ
ト
の
い
う
「
日
常
的
抵
抗
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

不
法
居
住
者
た
ち
に
よ
る
「
民
衆
の
政
治
」
は
、
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
居
住
者
た
ち
の
よ
う
に
、
時
に
は
成
功
を
収
め
る
こ
と
も

あ
る
。
本
稿
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
政
府
は
い
ま
だ
に
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
人
々
を
追
い
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
な
い
。
し
か
し

チ
ャ
タ
ジ
ー
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彼
／
女
ら
の
成
功
は
特
定
の
集
団
が
自
ら
に
好
意
的
に
政
策
を
実
施
さ
せ
る
た
め
の
動
員
能
力

に
も
っ
ぱ
ら
頼
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
常
に
一
時
的
で
そ
の
時
の
政
治
状
況
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（Chatterjee 2004: 60

）。

バ
リ
パ
ラ
保
留
林
の
人
々
に
よ
る
交
渉
は
選
挙
や
ボ
ド
協
定
の
締
結
な
ど
、
そ
の
時
々
の
政
治
的
な
文
脈
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
長
期
的
な
戦
略
や
組
織
化
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
「
統
治
さ
れ
る
人
び
と
の
政
治
」
は
ど
れ
だ
け
違
法
で
異
常
に
見
え
よ
う
と
も
、
世
界
の
多
く
の
国
々
で
人
々
が
経
験

す
る
近
代
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ア
ッ
サ
ム
州
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
全
体
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
利
用
す
る
土
地
の
所
有
権
を
主
張

で
き
な
い
層
は
数
多
く
い
る
。「
世
界
の
大
部
分
」
に
お
け
る
現
実
を
把
握
す
る
た
め
に
、「
統
治
さ
れ
る
人
び
と
の
政
治
」
や
「
日

常
的
抵
抗
論
」
の
よ
う
な
民
衆
の
政
治
の
分
析
は
有
効
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

ア
ッ
サ
ム
州
環
境
森
林
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
（
二
〇
一
四
年
三
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）〈http://assam

forest.in/
forestGlance/assam

Forest_glance.php

〉。

（
2
）　

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
い
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
関
係
で
不
可
能
だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
し
ば
し

ば
「
不
法
占
拠
」
や
「
違
法
伐
採
」
と
カ
ッ
コ
つ
き
で
表
記
し
て
い
る
。

（
3
）　

ア
ッ
サ
ム
に
は
一
九
八
三
年
ま
で
一
〇
の
県
が
存
在
し
た
。
そ
の
後
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
県
が
分
割
さ
れ
た
が
、
図
１
で
は
一
九

八
三
年
ま
で
の
ア
ッ
サ
ム
州
西
部
の
県
の
境
界
線
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
４
節
で
村
人
た
ち
が
答
え
た
出
生
地
は
、
一
九
八
三
年
以
前
の

県
名
が
多
い
。
ア
ッ
サ
ム
州
は
二
〇
〇
三
年
に
四
つ
の
県
が
ボ
ド
ラ
ン
ド
領
域
自
治
県
と
し
て
分
割
さ
れ
た
（
図
２
参
照
）。

（
4
）　
「
ト
ラ
イ
ブ
（tribe

）」
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
官
僚
が
先
住
民
族
を
指
す
た
め
に
使
用
し
た
言
葉
で
あ
る
。
近
年
の
国
際
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的
な
先
住
民
族
の
権
利
運
動
の
中
で
、tribe

は
差
別
的
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
す
る
当
事
者
も
お
り
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
「
先
住

民
族
」
を
使
用
す
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の
行
政
用
語
で
は
い
ま
だ
にtribe

が
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
述
の
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
の
よ
う
に
自

ら
を
指
す
言
葉
と
し
てtribe

を
使
用
す
る
集
団
も
い
る
た
め
、
文
脈
に
応
じ
て
ト
ラ
イ
ブ
も
使
用
し
て
い
る
。

（
5
）　

ト
ラ
イ
ブ
居
住
地
を
保
護
す
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た
条
項
だ
が
、
実
際
に
は
“Protection of Backw

ard Classes

（
後
進
諸
階
級

の
保
護
）” 

と
記
述
さ
れ
、
社
会
経
済
的
弱
者
へ
の
措
置
と
い
う
扱
い
と
な
り
、「
ト
ラ
イ
ブ
」
と
い
う
言
葉
は
抜
け
落
ち
た
。
し
か
し
、

実
際
に
保
護
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
ト
ラ
イ
ブ
の
集
団
で
あ
っ
た
た
め
、
一
般
的
に
「
ト
ラ
イ
ブ
保
護
地
帯
・
地
区

（T
ribal Belts and Blocks

）」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
も
ト
ラ
イ
ブ
を
つ
け
た
呼
称
を
採
用
し
て
い
る
。

（
6
）　

一
九
六
七
年
、
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
は
丘
陵
地
域
の
一
部
を
分
割
す
る
州
再
編
案
を
発
表
し
、
一
九
七
二
年
の
メ
ガ
ラ
ヤ
州
形
成
に
つ

な
が
っ
た
。
こ
の
案
を
聞
い
た
平
野
部
の
ト
ラ
イ
ブ
の
人
々
が
自
治
要
求
の
た
め
に
結
成
し
た
の
が
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
で
あ
る
。

（
7
）　

Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
の
指
導
層
を
含
め
、
一
部
の
人
々
は
Ｂ
Ｌ
Ｔ
が
内
務
省
調
査
・
分
析
局
（Research and A

nalysis W
ing, 

イ
ン
ド
の

情
報
機
関
の
一
つ
）
の
介
入
に
よ
り
、
Ｂ
ｄ
Ｓ
Ｆ
／
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
に
対
抗
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
実
際
、
バ
リ
パ
ラ
保
留

林
付
近
の
住
民
の
目
撃
談
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
と
軍
（
も
し
く
は
準
軍
事
組
織
）
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
に
対
抗
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
と

い
う
（
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
付
近
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
（
三
〇
代
、
男
性
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ア
ッ
サ
ム
州
ソ
ニ
ッ
ト
プ
ル
県
バ
リ
パ
ラ
、

二
〇
〇
六
年
一
一
月
三
〇
日
）。

（
8
）　

森
林
村
（Forest V

illage

）
と
は
、
植
民
地
時
代
に
森
林
局
（
現
環
境
森
林
局
）
の
許
可
の
も
と
で
労
働
を
提
供
す
る
か
わ
り
、

保
留
林
の
一
部
に
居
住
し
耕
作
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
人
々
に
よ
る
村
で
あ
る
。｢

森
林
村｣

は
、
主
に
山
岳
地
帯
で
焼
畑
耕
作
を
お

こ
な
っ
て
い
た
先
住
民
族
を
定
住
さ
せ
る
と
同
時
に
、
人
口
の
少
な
い
森
林
地
帯
で
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
制
度

だ
っ
た
（
木
村 

二
〇
一
二
：
九
九
、 Karlsson 2000: 83-6
）。

（
9
）　

ソ
ク
ラ
ダ
ル
・
ダ
イ
マ
リ
（
年
齢
不
明
、
男
性
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
内
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
、
二
〇
〇

六
年
二
月
一
日
。

（
10
）　

土
地
の
単
位
。
一
ビ
ガ
は
約
三
分
の
一
エ
ー
カ
ー
。

（
11
）　

ク
リ
ン
・
ナ
ル
ザ
リ
（
四
六
歳
、
男
性
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
内
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
、
二
〇
〇
六
年
一

一
月
三
〇
日
。



443

森林の不法占拠者による民衆の政治

（
12
）　

イ
ン
ド
の
農
村
部
で
定
期
的
に
設
置
さ
れ
る
市
。
ア
ッ
サ
ム
州
のhaat

は
、
通
常
建
物
は
な
く
、
広
場
で
毎
週
同
じ
曜
日
に
開
催

さ
れ
る
。
人
々
は
こ
こ
で
作
物
を
売
り
、
生
活
必
需
品
を
買
う
。

（
13
）　

環
境
森
林
局
の
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
地
域
担
当
官
（Range O

ffi
cer

）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ソ
ニ
ッ
ト
プ
ル
県
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
、
二

〇
〇
六
年
二
月
一
日
。

（
14
）　

モ
ノ
モ
テ
ィ
・
ム
ハ
サ
リ
（
三
〇
代
後
半
、
女
性
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
内
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
、
二
〇

〇
六
年
一
二
月
五
日
。

（
15
）　

デ
ィ
ノ
ナ
ス
・
バ
ス
マ
タ
リ
（
四
七
歳
、
男
性
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
バ
リ
パ
ラ
保
留
林
内
デ
ィ
マ
プ
ル
・N

o.1

村
、
二
〇
〇

六
年
一
二
月
五
日
。

（
16
）　

ア
ッ
サ
ム
州
教
育
省
役
人
（
四
〇
代
、
男
性
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ソ
ニ
ッ
ト
プ
ル
県
バ
リ
パ
ラ
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
日
。

（
17
）　

バ
リ
パ
ラ
保
留
林
付
近
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
（
三
〇
代
、
男
性
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ソ
ニ
ッ
ト
プ
ル
県
バ
リ
パ
ラ
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
三
〇
日
。

（
18
）　

イ
ン
ド
に
お
け
る
村
落
自
治
の
単
位
。
一
九
九
三
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
行
政
村
に
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ッ
ト
が
お
か
れ
、

選
挙
で
選
出
さ
れ
た
議
員
が
開
発
事
業
に
つ
い
て
の
決
定
権
を
持
つ
。

（
19
）　
〈http://new

s.w
ebindia123.com

/new
s/articles/India/20061212/534994.htm

l

〉.

（
20
）　T

he A
ssam

 T
ribune, M

arch 29, 2013 〈http://w
w

w
.assam

tribune.com
/scripts/detailsnew

.asp?id=m
ar2913/state05

〉.

（
21
）　

環
境
森
林
局
の
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
地
域
担
当
官
（Range O

ffi
cer

）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ソ
ニ
ッ
ト
プ
ル
県
サ
リ
ド
ゥ
ア
ル
、
二

〇
〇
六
年
二
月
一
日
。
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